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■本書で使用する単位について
　�本書では，国際単位系（SI 単位系）を表記の基本としています．
本書に出てくる単位記号と単位の名称は次のとおりです．

　m：メートル 
　L：リットル
　g：グラム 
　min：分
　℃：度 
　Gy：グレイ
　mmHg：水銀柱ミリメートル

SI 接頭語
k	：キロ	 103
d	：デシ	 10−1
c	：センチ	 10−2
m	：ミリ	 10−3
μ：マイクロ	 10−6
	f	：フェムト	 10−15

ノロウイルス感染症を発症した患者の
看護 �  46025


